
わくわくドキドキ
　７月 29 日、30 日の２日間、町開発総合センターと町文
化ホールで、町内の小中学生を対象に、「わくわくどきど
き科学教室 in 長島」が開催されました。（関連記事＝Ｐ２）



　

７
月
下
旬
、
小
中
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
と
と
も
に
、

長
島
の
「
夏
」
が
到
来
。
各
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
町
民
、
観
光
客
が
長
島
の
「
夏
」
を

満
喫
し
ま
し
た
。

科
学
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

～
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く
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く
ど
き
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き
科
学
教
室
in
長
島
～

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
学
ぶ

～
ふ
る
さ
と
学
び
舎
in
長
島
～

長
島
の
『
夏
』
満
喫

　

長
島
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
と
長
島
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る「
長
島
ふ
る
さ
と
学
び
舎
in
長
島
」

が
７
月
27
日
か
ら
１
泊
２
日
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
で
は
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ

ウ
ス
製
作
」
や
「
磯
遊
び
」「
星
空

観
察
会
」「
カ
ヌ
ー
体
験
」
な
ど
２

日
間
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
ま
し
た
。
長
島
に
住
ん
で
い
な
が

ら
磯
遊
び
の
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
自
分
た
ち
の
食

材
を
得
る
た
め
に
貝
や
小
魚
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
食
材
を
確
保
し
よ
う
と

頑
張
り
、
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
全

員
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

活
動
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
は

「
町
内
に
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
自
分
た
ち
で
食
材

を
獲
っ
て
作
っ
た
夕
食
が
お
い
し

か
っ
た
の
で
ま
た
家
で
も
作
り
た

い
」
な
ど
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
活

動
で
こ
の
体
験
を
生
か
し
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
「
見
て
・
触
っ
て
・
作
る
」
科
学

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
「
わ
く
わ
く
ど

き
ど
き
科
学
教
室
in
長
島
」
が
７
月

29
日
は
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

30
日
は
町
文
化
ホ
ー
ル
で
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
17
の
実
験

コ
ー
ナ
ー
を
準
備
。
町
内
小
中
学
校

を
は
じ
め
、
出
水
高
等
学
校
、
鶴
翔

高
等
学
校
、
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

の
生
徒
や
先
生
が
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
通
し
て
、
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
面
白
さ

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
１
月
に
本
町
と
包
括
的
連

携
協
定
を
結
ん
だ
国
立
大
学
法
人
長

岡
技
術
科
学
大
学
（
新
潟
県
）
と
独

立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機

構
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
（
霧

島
市
）
も
、
専
門
的
な
知
識
を
生
か

し
た
９
つ
の
実
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
し
た
。

　

空
気
と
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の
重
さ
の

違
い
を
利
用
し
た
風
船
の
実
験
で

は
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
入
れ
た
風
船

に
人
が
つ
か
ま
る
と
、
軽
々
と
宙
に

浮
き
上
が
り
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど

も
た
ち
は
、
科
学
の
面
白
さ
を
体
感

し
て
い
ま
し
た
。

2017 長島サマーフェスティバル

　

今
回
の
科
学
教
室
に
講
師
と
し
て

参
加
し
た
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
山

口
隆
司
教
授
は
「
同
大
学
で
は
こ
れ

ま
で
も
出
前
授
業
な
ど
は
行
っ
て
い

た
。
今
回
の
連
携
協
定
を
期
に
長
島

町
の
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ

を
伝
え
て
い
け
た
ら
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
に
参
加
し
た
宮
内
優

希
さ
ん
（
川
床
小
２
年
）
は
「
風
車

作
り
が
楽
し
か
っ
た
。
風
船
で
浮
い

た
の
は
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
け
ど
、

た
く
さ
ん
の
実
験
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。

↑鷹巣中学校のロボコンチームも出展

↑ LED キーホルダーを作る参加者

　７月 29 日、夏祭り納涼大会を皮切りに、
「2017 長島サマーフェスティバル」があづ
ま海水浴場で幕を開けました。
　この納涼大会には、夏の夜を楽しもうと
1,000 人を超える人が来場。特設ステージで
は、町内のグループによるフラダンス、獅子
島七郎太鼓の演奏や芸能ショーなどが行わ
れ、観覧席からは大きな拍手が送られていま
した。
　祭り終盤には、お楽しみ抽選会が会場を盛
り上げ、番号が呼ばれるたびに歓声が響いて
いました。最後は次々と打ち上げられる大輪
の花火が夜空を彩っていました。

アツイ夏がスタート　～夏祭り納涼大会～

↑歌とダンスで会場を盛り上げるドリームマザーズ

大物を狙って　～ブリのつかみ取り大会～
　７月 30 日、あづま海水浴場でブリのつか
み取り大会が開催されました。
　毎年、200 人の定員にも関わらず多数の予
約が殺到するこの催し。今年も県内外から多
くの人たちが参加し、にぎわいを見せました。
　子どもの部では、夏休みに入り思い出に残
る一日にしようと、子どもたちが合図と同時
に大物のブリをつかもうと海へ駆け出しまし
た。素早く動くブリに悪戦苦闘しながらもやっ
との思いで捕まえると、最高の笑顔でブリを
胸に抱え込んでいました。大きいものでは５
㌔を超えるブリに参加者らは笑みをこぼして
いました。

↑ブリをつかみ満面の笑みで戻る参加者

暑さ吹き飛ばすプレー　
～あづま CUP2017 ビーチバレー大会～

　７月30日、ブリのつかみ取り会場の隣の砂浜ではビーチバレー
大会が開催され、88 チームが出場しました。
　町内はもとより、遠くは福岡県からの参加もあり、多くのバレー
ボール愛好家らが砂の上で熱戦を繰り広げました。
　この日は、好天に恵まれ強い日差しが照りつけました。火傷し
そうなほど熱くなった砂の上で、選手らは暑さを吹き飛ばすはつ
らつとしたプレーを見せ、会場を沸かせていました。
　８つのコートで予選を勝ち抜き、見事優勝の栄冠を飾ったのは、
福岡県大野城市から参加したチーム「りんりんりん」。選手たち
は応援してくれた仲間と一緒に喜びを分かち合っていました。

↑
足
場
の
悪
い
砂
場
で
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ゲ
ー
ム
を
展
開

↑みんなで食べるご飯は格別 ↑磯遊びで今日の食材探し
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5 年
　25 ｍ自由形　　　23 秒１　尻無濵優菜　( 鷹　巣 )

　50 ｍ自由形　　　50 秒１　小屋　旭華　( 汐　見 )

　25 ｍ平泳ぎ　　　36 秒３　濱　風々香　( 鷹　巣 )

　50 ｍ平泳ぎ　1 分 11 秒８　白濵　　凜　( 平　尾 )

　50 ｍ背泳ぎ　1 分 22 秒８　山口こころ　( 平　尾 )

6 年
　25 ｍ自由形　　　22 秒３　島田　　藍　( 鷹　巣 )

　50 ｍ自由形　　　43 秒１　大戸公美子　( 城川内 )

　100 ｍ自由形　1 分 56 秒３　濵畑　唯愛　( 鷹　巣 )

　25 ｍ平泳ぎ　　　34 秒１　田中　　茜　( 川　床 )

　50 ｍ平泳ぎ　　　58 秒６　川添　星河　( 鷹　巣 )

　100 ｍ平泳ぎ　1 分 56 秒４　大戸公美子　( 城川内 )

　50 ｍ背泳ぎ　1 分 06 秒７　谷尾きらら　( 平　尾 )

5・6 年
　200 ｍリレー　3 分 07 秒５　城川内小Ａ

（大西ひなの・鶴長優羽・濵田ひかり・大戸公美子）

女　子

5 年
　25 ｍ自由形　　　19 秒７　瀬ノ口倖輝　( 城川内 )

　50 ｍ自由形　　　40 秒２　柏木　銀侍　( 城川内 )

　25 ｍ平泳ぎ　　　34 秒７　三反田憂斗　( 川　床 )

　50 ｍ平泳ぎ　　　58 秒５　村本幸一郎　( 川　床 )

　50 ｍ背泳ぎ　　　50 秒０　平薮　真大　( 川　床 )

6 年
　25 ｍ自由形　　　20 秒２　飯尾　和哉　( 城川内 )

　50 ｍ自由形　　　35 秒４　濱﨑　翔汰　( 城川内 )

★100 ｍ自由形　1 分 20 秒９　濱﨑　翔汰　( 城川内 )

　25 ｍ平泳ぎ　　　31 秒９　山下　泰典　( 川　床 )

　50 ｍ平泳ぎ　　　54 秒 1　早﨑　涼太　( 鷹　巣 )

　100 ｍ平泳ぎ　1 分 55 秒５　竹中　達貴　( 城川内 )

　50 ｍ背泳ぎ　　　56 秒９　村嵜　　翔　( 鷹　巣 )

5・6 年
★200 ｍリレー　2 分 48 秒２　城川内Ａ

（小川万里・竹中達貴・柏木銀侍・濱﨑翔汰）

男　子

※各種目１位のみを掲載（★は大会新記録）

　７月 26日、第 12 回長島町小学校水泳記録会が町
民プールで開かれ、町内の小学校８校から５・６年生
182 人が参加しました。
　子どもたちは、自由形や平泳ぎ、背泳ぎ、200 メー
トルリレーに挑み、駆け付けた家族や仲間の応援を受
けながら、それぞれ力いっぱいの泳ぎを見せていまし
た。

第 12回長島町小学校水泳記録会
～練習の成果を披露～

さつま島美人×長島大陸スペシャルマッチ

長島町民入場無料 !!

（C）KAGOSHIMA UNITED FC

↑テープカットでリニューアルを祝う関係者ら

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

全
面
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
一
新

　

７
月
９
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
昭
和
56
年
の
開
所
以
来
36
年

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
総
事
業
費
４
７
６
３
万
円
の
う
ち

２
５
６
０
万
円
を
公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
か
ら
助
成
金
を
受
け
て
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
第
２
玄
関
の
設
置
や
施
設
の
全
面
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ

レ
の
改
修
な
ど
き
れ
い
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
菅
原
悟
志
理
事
長

は
「
子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
一

新
さ
れ
た
こ
の
施
設
を
さ
ら
に
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　鹿児島ユナイテッド FC は、鹿児島市をホームタ
ウンとする、日本プロサッカーリーグ（J リーグ）
に加盟するサッカークラブです。
　鹿児島を愛する老若男女の共通の話題となる存在
となるため、鹿児島の子どもたち、若者に夢を与え
られるようなクラブになるため「鹿児島をスポーツ

（サッカー）で盛り上げること」をクラブ理念とし
て掲げています。
　今回の試合は、長島研醸有限会社と長島大陸の特
別協賛により開催。「長島町」に関わるさまざまなイ
ベントを企画していますので、ぜひお越しください。
○イベント内容
　・長島大陸ぶりうま食堂（キッチンカー）の出店
　・長島町商工会青年部による「長島どーん鰤」の販売
　・長島町の各種イベントの紹介
※当日は、長島町民は「入場無料」となります。
　（身分証明書の提示が必要です）
◎問い合わせ先
　鹿児島ユナイテッドＦＣ事務局
　☎ 099（812）6370

2017 明治安田生命Ｊ３リーグ第 22 節
鹿児島ユナイテッド FC vs 栃木 SC 戦に招待

９月９日（土）18 時キックオフ！

↑クラブマスコット「ゆないくー」と「はなちゃん」と川添町長

↑３月に開催されたスペシャルマッチの様子
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わが町の地方創生

　平成 29 年２ 月に開催した、第２回地
域おこし協力隊大報告会から約半年が経
過し、その後も地域おこし協力隊 11 人
がさまざまな活動を行ってきました。
　そこで、「第３ 回長島町地域おこし協
力隊員大報告会」を次のとおり開催しま
す。
　これまでの活動と今後の抱負を紹介し
ます。興味のある人、時間のある人はぜ
ひお越しください。
○日　時　８月 30 日（水）　19:00 ～
○場　所　役場指江庁舎大ホール
○その他　途中入退出可能
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生
　☎（86）1111［代表］

「長島大陸料理人」を委嘱

第３回長島町地域おこし協力隊大報告会

ぶり奨学金制度、寄付者の紹介
　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄
付をいただきました。
　・東町漁業協同組合
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支え
る仕組みです。ぜひ皆さまにおかれましても、本
制度に対する寄付へのご理解・ご協力をよろしく
お願いします。
◎問い合わせ先
　役場総務課
　☎（86）1111［代表］
　長島町教育委員会教育総務課
　☎（88）5679［直通］

雲仙天草国立公園内での行為には許可申請・届出が必要です
　７月 25 日、フレンチレストラン「MonoLith」（東
京都渋谷区）で、長島大陸料理人制度委嘱式が行
われました。
　長島大陸料理人制度は、町内外問わず長島町関
係のイベント時の調理や、料理人ならではの知識・
経験を生かして、長島町の食のレベルの底上げを
図る制度です。
　第１号の長島大陸料理人大使として委嘱を受け
たのは、「MonoLith」の石井剛オーナーシェフ。
同シェフは、第１回長島大陸視察ツアーに参加し
てから、本町産の食材を積極的に取り入れ、同店
での長島特別コース販売など、長島町のＰＲに大
きく貢献されています。

　石井シェフとのコラボ企画の提案などがありま
したら、ぜひお問い合わせください。
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生　☎（86）1111［代表］

↑委嘱状を受け取る石井氏（写真左）

○特別地域：許可が必要になる行為
　（自然公園法第 13 条）
　・工作物の新築、改築、増築
　・木竹の伐採
　・鉱物の掘採、土石の採取
　・広告物の設置等
　・環境大臣が指定する物の集積
　・土地の開墾・形状変更
　・屋根、壁面、塀等の色彩変更
　・その他（略）

◎問い合わせ先
　役場水産商工課
　☎（86）1137［直通］
　環境省九州地方環境事務所
　天草自然保護官事務所
　☎ 0969（23）8366

　長島町の一部の区域は、多島海景観やリアス式海
岸、海食崖、陸繁島など変化に富んだ特色ある海岸
景観が見られることから、雲仙天草国立公園に指定
されています。
　優れた自然環境や美しい景観を守るため、国立公
園内ではさまざまな行為に規制がかけられており、
行為を行う場合には、自然公園法に基づく許可申請

や届け出が必要になることがあります。
　該当する区域内で、必要な手続きを取らずに行為
に着手すると、自然公園法違反となり、原状回復命
令などを課される場合がありますので、事前に区域
の確認および許可基準などについては確認をしてく
ださい。

２台の物理療法機器を導入 －鷹巣診療所－
　鷹巣診療所では、平成 29 年度のスマイルプラン
事業で、新たな物理療法機器を２台導入しました。
　機器の導入により、関節や筋肉をほぐし、腰痛な
どの症状を軽減することができます。ぜひ、ご利用
ください。
今回導入した物理療法機器
○ウォーターベッド型マッサージ器
　水圧の刺激により、肩から腰、下肢にかけての筋肉・
腱・人体のコリをほぐし血行の改善を促進します。
○チェアタイプ牽引装置
　腰椎や頸椎をけん引し、軽度の変形を矯正。神経
の圧迫を軽減・血流を改善して痛みを和らげます。

◎問い合わせ先
　長島町国民健康保険鷹巣診療所
　☎（86）0054［直通］

長島町で特別地域として規制がかけられているエリア

第２種特別地域 第３種特別地域

土井　隆さん 太田　良冠さん 神明　竜平さん明石　照久さん

鬼氣　悟士さん・益田　菜央子さん 間瀬　海太さん 柴田　雄仁さん

甲斐　友也さん益田　啓光さん 田ノ上尚吾さん

フレンチレストラン「M
モ ノ リ ス

onoLith」
石井剛シェフ

↓
本
町
産
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

↑川添町長へ寄付金を手渡す長元信男組合長（写真左）
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長島町地域包括支援センターだより
介護予防教室を開催しませんか？ 衆議院小選挙区の区割りが変わりました

■鹿児島県の衆議院小選挙区数は５から４へ
　衆議院議員選挙区画定審議会設置法及び公職選
挙法の一部を改正する法律の一部を改正する法律

（区割り改定法）が平成 29 年６月 16 日に公布、
施行されました。
　これにより、鹿児島県の衆議院小選挙区の数お

よび定数は、これまでの５から４になり、区割り
も変更されました。
■長島町は新３区
　長島町は、これまで４区でしたが、次の衆議院
議員総選挙から３区となります。

◎問い合わせ先
　長島町選挙管理委員会　☎（86）1111[ 代表 ]

改正前 改正後

阿久根市
出水市
伊佐市
姶良市
出水郡
姶良郡

霧島市 薩摩川内市
日置市
いちき串木野市
薩摩郡第４区

第５区

第３区

第４区

旧選挙区 新選挙区

阿久根市
出水市
伊佐市
姶良市
出水郡
姶良郡

鹿屋市
西之表市
垂水市
曽於市
志布志市

曽於郡
肝属郡
熊毛郡

霧島市
鹿屋市
西之表市
垂水市
曽於市

志布志市
曽於郡
肝属郡
熊毛郡

　老人クラブやサロンなどで集まる機会に、介護予
防教室を開催しませんか？健康運動指導士や歯科衛
生士などが、運動指導や歯科指導をする内容となっ
ています。
　いつまでも自分らしく元気に過ごせるよう、運動
の実践やアドバイスなどを行います。

○教室を開催したい場合
・町地域包括支援センターへお問い合わせください。
・日程や場所の打ち合わせを行います（講師との
　日程調整など）
・人数は少なくても構いません
・地元の公民館での開催が難しい場合は、保健セン
　ターなど別の場所でも行うことができます
○教室の流れ（約２時間）
・教室の簡単な説明（５分程度）
・歯科指導（45 分程度）
・休憩（10 分程度）
・運動指導（60 分程度）
◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

いつまでも自分の足で
歩いていこう！

集落ぐるみで鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！

　知らず知らずのうちに農地や集落が獣の餌場に
なっていませんか？被害防止のポイントは、餌場を
なくして「寄せつけない」ことです。

１．農地や集落内の「獣の餌場」を無くしましょう！
　・収穫残さを放置しない
　・放任果樹は剪定するか除去する
　・冬季の餌場を無くす
　　①水田では、収穫後に伸びた稲の葉やレンゲを
　　　獣が食べられないようにする
　　②畦畔や法面の草刈りは９月頃までに済ませ、
　　　青草を出さない
２．農地周辺や集落内の獣の隠れ場所を無くしま
しょう！
　・集落内のすみかや潜み場をなくす（耕作放棄地、
　　茂み、ヤブなどの解消）
　・集落内の見通しを良くする（緩衝帯の設置、枝
　　打ちなど）

３．住民が協力して獣を追い払い「獣の人慣れ」を
防ぎましょう！
　・獣の姿を見たら、みんなで協力してロケット花
　　火などで追い払う
　・放任された果樹や収穫残さを餌にしている獣も
　　見逃さず追い払う

４．獣の餌場や隠れ場所がないか、柵が破れていな
いかなどの「環境点検」を実施しましょう！！
　点検の視点
　・集落内や農地に餌場（放任果樹、野菜クズの放
　　置など）はないか
　・集落内や農地周辺に獣のすみか（ヤブ、けもの
　　みち）はないか
　・侵入防止柵の設置場所と管理状況は適切か、破
　　られていないか

◎問い合わせ先
　役場農林課　☎（88）5670［直通］
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２
日

３
日

４
日

５
日
～
７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

24
日

25
日
～
28
日

29
日

30
日

長
島
町
消
防
操
法
大
会　
　
（
蔵
之
元
漁
港
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式　
（
役
場
）

漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
３
市
２
町
医
療
体
制
確
保
推
進
協
議
会

設
立
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
（
役
場
・
田
尻
公
民
館
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

九
州
地
区
町
村
長
会　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
完
成
視
察（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会　
　
　
　
　
（
町
内
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

小
浜
海
水
浴
場
海
開
き　
　
　
　
　
（
小
浜
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

農
政
連
い
ず
み
総
支
部
総
会　
　
（
出
水
市
）

国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

景
観
団
体
認
定
証
交
付
式　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
定
例
議
会
・
理
事

会
、
出
水
地
区
医
療
問
題
協
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

鹿
児
島
県
町
村
長
Ｏ
Ｂ
会
、町
村
会
理
事
会
、

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

中
央
要
望
活
動　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

総
合
教
育
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
臨
時
会（
鹿
児
島
市
）

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
す
い
せ
ん
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
）

新
規
就
農
者
認
定
証
交
付
式　
　
　
（
役
場
）

国
保
連
合
会
総
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
役
員
県
外
先
進
地
視
察　
（
長
野
県
）

海
外
地
方
行
政
調
査
団
報
告
会　
（
東
京
都
）

県
町
村
会
役
員
と
県
関
係
国
会
議
員
と
の
懇

談
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会　
　
　
（
東
京
都
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

竹
田
城
視
察　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
７
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

７月

　江戸の貨幣事情の面白さを暮ら
しと共に紹介します。江戸に「行っ
たつもり」お金を「使ったつもり」
になって楽しんで下さい。

　ダンボールで作る、ポップで
かわいい家具の本です。

監
修 

Ｍ
ｏ
ｃ
ｏ-

ｙ
ａ
山
田
素
子

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
れ
る
か
わ
い

い
キ
ッ
ズ
家
具
＆
お
も
ち
ゃ
」

著　

い
ず
み
朔
庵

「
ば
あ
ば
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

高
千
穂
は
薩
摩
の
ま
ほ
ら
滴

し
た
た

れ
り　
　
　
　

淵
脇　
　

護

母
の
忌
や
白
紫
陽
花
の
雨
と
な
り　
　
　
　

大
堂　

早
苗

試
着
し
て
色
め
き
た
ち
ぬ
夏
衣　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

知
床
は
神
棲
む
岬
滴
れ
り　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

夏
衣
秘
め
事
透
け
て
見
え
そ
う
な　
　
　
　

関　

佳
代
美

滴
り
に
舌
を
伸
ば
す
や
屋
久
の
鹿　
　
　
　

脇
田　

武
志

滴
り
を
集
め
て
神
社
の
供
え
水　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

汗
だ
く
で
少
年
一
人
ひ
た
走
る　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

子
の
泣
き
て
中
断
の
あ
り
村
芝
居　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

つ
く
づ
く
と
昭
和
は
遠
し
村
芝
居　
　
　
　

迫
口　

君
代

細さ

流な
が
れや

河
童
の
森
の
恋
蛍　
　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

入
梅
や
一
年
教
室
大
賑
ひ　
　
　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

村
芝
居
見
せ
場
は
子
別
れ
母
な
か
す　
　
　

二
階
堂
恵
子

食
卓
の
亡
き
夫
の
味
焼
茄
子　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

［
短
歌
］

目
に
青
葉
狭
心
症
の
脈
確
か
人
の
体
の
誠
不
思
議
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

台
風
の
く
る
前
に
と
植
木
鉢
し
ま
い
終
わ
り
て
ニ
ュ
ー
ス

き
き
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

我
が
名
を
ば
呼
び
捨
て
に
し
て
く
れ
た
人
遠
き
旅
路
へ
島

風
の
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

憎
ら
し
や
か
細
き
老
婆
の
そ
の
腕
に
群た

か

り
て
留
ま
る
蚊
の

腹
赤
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

新
橋
の
焼
酎
酒
場
に
集
う
日
は
一
夜
か
ぎ
り
の
ふ
る
さ
と

言
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

成
せ
ば
な
る
自
分
の
事
は
わ
れ
き
ぬ
る
人
を
頼
ら
ず
我
れ

な
し
と
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

窓
越
し
大
声
で
呼
び
合
ふ
筋
交
ひ
の
二
軒
目
つ
い
に
立
ち

退の

き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

雨
止
み
て
甑
島
の
上
に
湧
く
雲
の
行
方
を
飽
か
づ
眺
め
つ

つ
居
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

鈍に
び
い
ろ色

に
さ
ざ
波
光
る
藺
牟
田
池
か
げ
伴
ひ
て
白
鳥
ら
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

朝
々
に
啄
む
鴉
も
あ
き
た
る
か
わ
が
庭
の
枇
杷
朱
色
に
な

り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

朝
焼
け
は
飛
行
機
雲
を
朱
に
染
め
や
が
て
灘
を
も
染
め
て

陽
は
照
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

孟
宗
の
竹
の
子
伸
び
て
親
竹
と
濡
れ
て
触
れ
合
ふ
つ
ゆ
風

の
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

釣
り
人
の
竿
さ
き
見
つ
つ
波
止
歩
む
白
鷺
一
羽
梅
雨
に
け

ぶ
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

旱
つ
づ
く
梅
雨
の
旬
日
早
苗
田
に
東こ

ち風
荒
ぶ
り
て
雨
を
待

つ
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

病
む
肩
を
庇
ひ
て
日
す
が
ら
雨
を
眺
む
縦
に
斜
め
に
時
に

窓
う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

夏
の
花
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
満
開
！

　

猛
暑
の
中
、
夏
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
が
国
道
を

通
行
す
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
５
月
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
収
穫
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
長
島
事
業
所
馬
鈴
薯

選
果
場
近
く
の
畑
に
、
エ
グ
チ
ベ
ジ
フ
ル
株

式
会
社
（
江
口
輝
文
代
表
取
締
役
）
が
、
鑑

賞
と
緑
肥
用
に
種
を
播
い
た
も
の
で
す
。
約

４
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
城
川
内
の
国
道
沿
い
や
蔵

之
元
下
の
町
道
沿
い
に
も
植
え
ら
れ
て
お

り
、
８
月
中
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

↑思い思いのリースを作る参加者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

花
カ
フ
ェ
長
島

　

☎
（
87
）
１
６
０
０
［
直
通
］

花
カ
フ
ェ
長
島
で
夏
休
み
体
験
教
室
開
催

　

７
月
27
日
、「
花
カ
フ
ェ
長
島
」
で
「
ペ

パ
ナ
プ
リ
ー
ス
作
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
ペ
パ
ナ
プ
リ
ー
ス
」
と
は
、
紙
ナ
プ
キ

ン
を
使
っ
て
作
る
花
の
リ
ー
ス
の
こ
と
で
、 

参
加
者
は
ナ
プ
キ
ン
を
使
い
思
い
思
い
の
花

で
可
愛
ら
し
い
リ
ー
ス
を
作
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

次
回
は
、
８
月
17
日
（
木
）
に
貝
殻
な
ど

を
使
っ
た
「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
」
を
開

催
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑一面に広がるヒマワリ
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乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
脱
漏
検
診
を
実
施

　

５
月
に
実
施
し
た
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
で
未
受
診
の
か
た

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
脱
漏
検

診
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
診
日
・
場
所

　

・
９
月
20
日
（
水
）

　
　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

　

・
９
月
28
日
（
木
）

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
受
付
時
間

　

13
時
～
14
時
、
17
時
～
18
時
30
分

○
対
象
者

　

・
乳
が
ん

　
　

40
歳
以
上
の
女
性

　

・
子
宮
頸
が
ん

　
　

20
歳
以
上
の
女
性

○
検
診
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６

39
（
サ
ン
キ
ュ
ー
）
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

若
い
世
代
の
皆
さ
ん
、
自
身
の

健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
ま
す

か
？

　

町
で
は
、
８
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
実
施
さ
れ
る
特
定
健
診
に
合

わ
せ
、
次
の
と
お
り
39
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

健
診
料
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日

　

８
月
24
日
（
木
）、

　

９
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）、

　

10
月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）、

　

10
月
10
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）、

　

11
月
11
日
（
土
）

　

※
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　

８
時
～
10
時

○
対
象
者

　

20
歳
～
39
歳
の
町
民

　
（
平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
）

○
内
容

　

身
体
計
測
、
血
圧
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
な
ど

○
健
診
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
in

出
水
受
講
者
募
集

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

す
る
制
度
で
す
の
で
、
是
非
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

・
10
月
３
日
（
火
）
10
時
～
11
時

・
10
月
５
日
（
木
）
10
時
～
11
時

・
10
月
６
日
（
金
）
10
時
～
11
時

○
開
催
場
所

　

出
水
税
務
署
１
階
会
議
室

○
定
員　

40
人
程
度

○
申
込
期
限

　

９
月
25
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
（
62
）
０
２
０
０
［
代
表
］

平
成
30
年
度
国
立
・
県
営
鹿
児

島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
訓

練
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

　

※
手
帳
の
無
い
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い

○
訓
練
期
間

　

平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月

　

の
１
年
間

○
訓
練
科
目　

　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版

科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用

具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル

科
、
造
形
実
務
科

○
募
集
期
間

　

Ａ
日
程　

８
月
１
日
～
９
月
７
日

　

Ｂ
日
程　

９
月
19
日
～
10
月
31
日

　

Ｃ
日
程　

11
月
６
日
～
12
月
４
日

　

Ｄ
日
程　

12
月
21
日
～
平
成
30
年

　
　
　
　
　

１
月
22
日

　

Ｅ
日
程　

平
成
30
年
２
月
８
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
２
日

○
授
業
料
・
入
校
料　

無
料

　

※
校
内
に
寮
を
完
備
（
寮
費
・

食
事
負
担
あ
り
）。
入
寮
は
任
意
。

介
護
に
つ
い
て
は
対
応
不
可
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
学
生
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
防

衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
種
目

　

①
防
衛
大
学
校
学
生
一
般
（
前
期
）

は
、
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識

や
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
必
要
な
知
識
と
手
法
を

学
ぶ
た
め
、
次
の
と
お
り
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

９
月
16
日
（
土
）・
30
日
（
土
）

　

※
２
回
講
座
と
な
り
ま
す
。

　

10
時
～
16
時（
昼
食
・
休
憩
含
む
）

○
会
場

　

出
水
市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

○
参
加
費　

無
料

○
受
講
要
件

　

原
則
と
し
て
、
２
回
と
も
受
講

で
き
る
人

○
定
員　

40
人
※
先
着
順

○
申
込
締
切

　

９
月
９
日
（
土
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課
）

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
３

保
育
補
助
員
養
成
講
習
開
催

　

鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業
「
高

齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促
進

事
業
」
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
55
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
し
た
技
能
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
講
習
名

　

保
育
補
助
員
養
成
講
習

○
講
習
概
要

　

保
育
補
助
員
と
し
て
必
要
な
基

本
的
な
知
識
や
実
技
を
習
得
し
、

保
育
施
設
全
般
の
保
育
補
助
分
野

で
の
再
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

○
開
催
日

　

９
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）、

９
月
20
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）
の

計
７
日
間

○
時
間　

10
時
～
17
時

○
開
催
場
所

　

出
水
市
中
央
公
民
館

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

○
定
員　

10
人

○
申
込
締
切　

８
月
29
日
（
火
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　

☎
０
９
９
（
２
１
４
）
２
１
４
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
開
催

　

出
水
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

か
た
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
か
た
に
関
係

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

③
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
　
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満
の
人

○
受
付
期
間

　

９
月
５
日（
火
）～
９
月
29
日（
金
）

○
試
験
期
日

　

①
防
衛
大
学
校
学
生
一
般
（
前
期
）

　

11
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　

③
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
　
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

　

10
月
14
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強

化
月
間

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
差
別
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き

込
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
12
月
に
は
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、「
現
在
も
な

お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
」
と
明

記
し
、「
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
」
と
の
認
識
の
も

と
に
「
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
国
民
一
人
一
人
の

理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見

や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４
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↑県知事からのメッセージを町長へ伝達する楠元さん

↑堂々と講談を読む生徒

社会を明るくする運動伝達式

ち直りを決意した人を応援立
　毎年７月は、「社会を明るくする運動」強化月
間です。この運動の啓発を図ろうと７月３日、役
場で伝達式がありました。
　この日は、出水保護区保護司会長島支部の久保
祐紀保護司が内閣総理大臣からの、楠元肇保護司
が県知事からの社会を明るくする運動メッセージ
を川添町長へ伝達しました。
　伝達を受けた川添町長は「町として、これから
も明るい社会づくりにまい進していきたい」とあ
いさつしました。

文化芸術による子どもの育成事業

徒が講談を実演生
　６月、川床中学校では、文化庁の文化芸術によ
る子どもの育成事業（巡回公演事業）を活用して、
公益社団法人落語芸術協会（東京都）に所属する
プロの講談師・落語家を講師として招いて落語・
講談のワークショップが行われました。
　７月３日には、講談を学んだ各学年代表の生徒
３人が、講談を実演披露。お題の「一休さん」を
講談で使う小道具「張り扇」を使いながら、見事
に読んでいました。３年生を代表して発表した山
下倖広さんは「覚えるのに時間がかかったが、先
生に協力してもらって、本番では最後までやり通
せたので良かった」と満足した様子でした。

↑狂言に見入る生徒たち（長島中学校）

文化芸術による子どもの育成事業

・狂言の面白さを学ぶ能
　７月５日と６日の２日間、蔵之元小学校と長島
中学校で、文化庁の文化芸術による子どもの育成
事業（巡回公演事業）が開催されました。
　この２校では、皐

こうふうかい

風会（東京都）による、能・
狂言についての説明や、狂言での笑いかたなどに
挑戦するワークショップが行われました。
　実際の上演では、能「羽衣」と狂言「柿山伏」
の 2 目が披露され、能のはやしや謡

うたい

の迫力ある
演技や狂言のユーモア溢れる表現を子どもたちは
楽しんでいました。飯尾浩平さん（長島中・３年）
は「今回の公演で、能楽の面白さを学ぶことがで
きたので家族や友だちにも伝えていきたい」と話
していました。

↑柏木さんの話に耳を傾ける参加者
↑音楽隊の演奏に聞き入る生徒たち

城川内小学校児童らが風車を見学

力発電を身近に感じて風
　城川内小学校の全校児童が７月８日、汐見上り
浜にある、長島黒之瀬戸風力発電株式会社の風車
を見学しました。
　これは、同社と風車を製造した株式会社東芝が、
世界風車の日にちなみ、風力発電をより身近に感
じ理解してもらうために開催したのものです。
　児童らは、同校体育館で地球環境と風車につい
ての説明や風車作りを終えたあと、風力発電を見
学しました。
　見学を終えた大戸公美子さん（6 年）は「初め
て入った風車の中は、声も響いて広かった。風車
のことが色々分かって良かった」と話していまし
た。

ふれあい警察 IN獅子島

警音楽隊が 26年ぶりに演奏県
　７月 13 日、獅子島で鹿児島県警による「ふれ
あい警察 IN 獅子島」が開催されました。
　獅子島小中学校体育館では、県警音楽隊 33 人
が訪れ演奏会を実施。26 年ぶりの獅子島での演
奏会に、児童生徒のみならず多くの島民の人たち
も来場。約 1 時間の演奏会を堪能しました。
　このほか、阿久根警察署若手職員による、振り
込み電話詐欺の注意を呼びかける寸劇や、獅子島
アイランドセンターでは阿久根警察署移動交番が
設置されたほか、警備艇「さくらじま」も展示公
開されるなど、獅子島島民と警察がふれあう１日
となりました。

汐見集落で防災研修会

んなで考える地域でできる防災み
　７月 16 日、汐見集落では台風シーズンに備えて
防災研修会を開催し、豪雨災害や台風への心構え
などについて学ぶ研修に約 40 人が集まりました。
　この日は、県地域防災アドバイザーの柏木義昭
さん（阿久根市）を講師として招きました。柏木
さんは、災害から身を守るためには、自分たちの
住んでいる地域を知り、気象情報に耳を傾け、危
ないと感じたら、すぐに避難することなどが重要
で、そのためには集落の危険箇所の把握や要配慮
者の把握など、地域は自分たちで守るという意識
づくりが大事であると話されました。

↑風車の中で説明を受ける児童たち
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↑ヒラメの稚魚を放流する児童たち

↑優勝した野球チーム

鷹巣小学校の児童らが放流

きく育って帰ってきて大
　葛輪港の港整備事業を行っている渡辺組・阿久
根建設特定建設工事共同企業体が、鷹巣小学校５
年生の児童 22 人を招待して７月 18 日、同港で
ヒラメ稚魚の放流を行いました。これは、公益財
団法人かごしま豊かな海づくり協会の協力を得て
実施したのもです。
　児童らは、同企業体から事業概要や重要性の説
明を聞いた後、ヒラメの稚魚約 2000 匹を放流。
礒永萌々華さんは「説明で葛輪港のことが分かっ
た。放流は初めてだった。大きくなって帰ってき
てほしい」と話しました。

第 65回三地区親善体育大会

島は総合２位長
　歴史的、地理的に密接な関係を持つ熊本県天草
市（旧牛深市）と阿久根市、長島町がより一層親
睦を深め、スポーツの振興と健康で明るい郷土を
つくろうと７月９日、第 65 回三地区親善体育大
会が、本町で開催されました。
　各地区を代表する選手たちが一堂に集まり、
14 種目の競技でレベルの高い戦いが繰り広げら
れました。
　近年は毎回３位に屈していた長島町でしたが、
今年は、ソフトテニス、野球、男子バレーボール、
男子ゲートボール、男子・女子グラウンドゴルフ
の５種目で見事優勝を飾り、総合順位で阿久根市
に次いで２位となりました。

↑踊りを披露する利用者ら

第１回デイサービスセンターすいせん夏祭り

用者らと地域住民の親睦を深める利
　７月 22 日、川床ふれあいの郷で第１回デイサー
ビスセンターすいせん夏祭りが開催されました。
　ＮＰＯ法人ふうしゃ（京田一則理事長）が昨年
このお祭りを企画しましたが、台風接近のため中
止となりました。今回は好天に恵まれ、初めて開
催することができました。
　利用者や川床地域の多くの人たちが集まった今
回のお祭り。舞台では、三味線や太鼓の披露のほ
か、利用者やスタッフが一緒になって「長島町音
頭」や「鹿児島おはら節」を踊るなど、会場は大
いに盛り上がりました。京田理事長は「地域密着
型サービスを始めたが、こういったイベントを通
じて地域の人たちが一緒になって楽しんでいただ
ければうれしい」と話しました。↑三反園知事へ状況を説明する長元組合長

↑戦没者へ献花する参加者

夏のぽんぽこ祭り

作りの祭りでおもてなし手
　７月 22 日、ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽ
こ村で、夏のぽんぽこ祭りが開催されました。
　平尾中学校吹奏楽部の演奏でオープニングを迎
えた後、大堂和枝理事長が「ぽんぽこ村の利用者
みんなで、多くの作品を作りあげています。皆さ
んが楽しんでもらえるよう工夫を凝らしていま
す。楽しんでください」とあいさつしました。
　会場では、手作りのパンやアクセサリー、かき
氷の販売などが行われていました。舞台では、ラ
ムネ早飲み、かき氷早食べ大会などで盛り上がり、
最後は参加者全員で「おはら節」を踊った後、花
火が打ち上げられ、夏の夜空を彩りました。

長島町戦没者追悼式

久平和への誓い新たに恒
　長島町戦没者追悼式が７月 21 日、遺族らが参
列する中、長島町文化ホールで行われました。
　戦没者に対し黙とうを捧げた後、遺族を代表し
て濵畑順一さん（小浜）が「戦前に想像もできな
かった繁栄を見ておりますが、これも国難に殉じ
られた戦没者の犠牲があったことを私たちは決し
て忘れません」とあいさつ。その後、献花が行わ
れ、二度と悲惨な戦争が繰り返されることがない
よう恒久平和への誓いを新たにしました。

八代海で赤潮発生

反園知事が現地を視察三
　八代海で「カレニアミキモトイ」の赤潮警報が
発令されたことに伴い７月 27 日、三反園訓鹿児島
県知事が来町し、東町漁業協同組合の長元信男組
合長らの案内で伊唐島周辺海域を視察しました。
　三反園知事は、赤潮の発生海域の視察などを終
えた後、薄井港で意見交換会を行いました。幸い、
今回の赤潮発生で漁業被害はなく、小康状態とな
りましたが、赤潮のメカニズムの早期解明を漁業
関係者らから要請された三反園知事は「県として
も鹿児島ブランドのブリを守るため、東町漁協と
一体となって対応していきたい」と答えました。

↑ラムネ早飲みにチャレンジする参加者ら
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次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,164（－９）
5,509（＋１）

  4,484（±０）

▽
７
月
20
日
の
南
日
本
新
聞
の

「
ひ
ろ
ば
」
の
コ
ー
ナ
ー
「
沿
道

に
季
節
の
花 

長
島
旅
行
で
感
激
」

と
い
う
投
稿
に
目
が
留
ま
り
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
、
長
島
へ
旅
行

に
来
ら
れ
た
こ
の
か
た
は
、『
国

道
や
県
道
の
管
理
は
ど
の
地
区
も

平
等
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
長
島
町

の
道
は
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
町
民
の

取
り
組
み
姿
勢
や
お
も
て
な
し
の

表
れ
な
の
か
。
自
然
も
人
の
心
も

豊
か
な
長
島
に
何
度
も
行
き
た

い
』
な
ど
と
投
稿
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
投
稿
を
見
て
、
日
頃
か
ら

整
備
を
し
て
く
だ
さ
る
町
民
の
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
誇

ら
し
い
長
島
の
景
観
を
こ
れ
か
ら

も
写
真
に
収
め
て
い
き
た
い
と
切

に
思
い
ま
し
た
。　
（
濵
田
将
尚
）

平成 29年７月 31 日現在
(　) 内は前月比

人口
男性
女性
世帯

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

1819





月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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8/28 8/29
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２８
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２７ ２９ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○野田診療所 84-2023
○クリニック .なかむら 62-0241
○山田クリニック 72-0420
○白男川歯科医院 63-0009
□野田調剤薬局 84-2856
□ふれあい薬局 63-3070
□よつば薬局 79-4331
◇出水総合医療センター67-1611

◎特定健診、胃がん検診
（諸浦コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（御所ノ浦高齢者コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（旧幣串幼稚園）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診、胃がん検診
（獅子島アイランドセンター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診、胃がん検診
（火ノ浦公民館）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○北国医院 72-0016
○あくね歯科医院 72-0556
□メープル薬局 62-9292
□上野薬局 72-1016
◇二宮医院 62-0167

□中学校体育大会
（獅子島を除く）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○さくら通りクリニック 62-2311
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○阿久根眼科 72-0040
○つばさ歯科 62-8519
□長島調剤薬局 64-5555
□さくらんぼ薬局 68-7000
□フタヤ薬局 67-5253
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

□獅子島小中学校運動会・
体育大会（獅子島幼小中）

敬老の日

○長島クリニック88-6405
○福元医院 67-3200
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○林胃腸科外科 73-3639
○つばさ歯科 62-8519
□しおかぜ薬局 88-6011
□ハート薬局 79-3877
□オレンジ薬局 79-3972
□阿久根薬局 72-1017

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

◎婦人がん検診（午後・夜間）
（長島町文化ホール）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎ 3歳 6カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

秋分の日

○平尾診療所 88-2595
○林泌尿器科クリニック64-8800
○荘記念病院 82-3113
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○福原歯科医院 63-2501
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□しもずる薬局 64-2211
□三文字薬局 75-0073

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎婦人がん検診（午後・夜間）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○出水病院 62-0419
○しもぞのクリニック 63-8300
○上園医院 73-1055
○中島歯科医院 82-0020
□長島調剤薬局 64-5555
□五万石薬局 63-8800
□本町薬局 73-3233
◇しみずこども医院 68-0633

□杉ノ段招魂祭（杉ノ段）

●９月 18日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、
長寿を祝う」ことを趣旨としています。

●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は「	祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」
ことを趣旨としています。


